
長野自動車道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

東日本高速道路株式会社　関東支社

長　野　工　事　事　務　所

令和　 ８ 年　６ 月

（率計上項目及び概算数量、図面）
（川田橋）

契 約 参 考 図 書

・契約参考図書は、率計上項目や概算数量等を提示する資料であり、設計書第１条

・当該内容は、受注後に協議を開始する項目であるため、内容に関する質問は　　

にいう設計図書でない。（請負契約上拘束しない）

受付けない。



単価表の項目
単　位 概算数量 摘　要

項　目 種　別

交

通

管

理

施

設

工

排水装置

排水ますA(K)

排水管A(K)

検査路

A(K)

B(K)

箇所

ｍ

kg

2 

38.7 

1.299 

2～8/30頁

ｔ

橋梁、高架部管路工

ハンドホール工 箇所 2

ｍ 37.2B1-VE54(4)(K)

HH-F-SP4(K)

支

承

及

び

付

属

物

工

3/30頁

10/30頁

9～15/30頁

16～21/30頁

22～25/30頁

26～29/30頁
1,212 

30/30頁

30/30頁

上り線　18.6ｍ

上り線　1箇所

下り線　1箇所

下り線　20.1ｍ

上り線　1.299ｔ

上り線　635kg

下り線　577kg

下り線

下り線　配管引出しHH

率計上項目及び概算数量

川田橋

 / 

図面の種類

図面番号------縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

率計上項目及び概算数量

1     30



側 面 図

平 面 図

至

長
野

S1

GE1

S2

GE2

CL

L1

L2

R2

R1

PH

R3

7
5
0

1
1
7
0
0

7
5
0

1
0
2
5
0

7
0
0

7
7
5
0

2
5
0
0

4
2
5
0

3
5
0
0

7
5
0

1
7
5
0

5
4
8
9

5
0
3
7

4
5
2 R2'

R1'

BCL

G1L

G1R

ST

G2L

G2R

G1

G2

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

1
4
1
4

STL

STR

G3L

G3

G3R

2
3
3
4

7
1
0

7
5
2

6
6
4

A1

A2

C1C0 C3 C4 C5 C6 C7

至

菅
平

6x5200=312003899.4

450

100

3899.4

450

110

支間長 39000(CL上寸法), 38998.8(桁方向寸法)

桁長 39900(CL上寸法), 39898.8(桁方向寸法)

橋長 40110(CL上寸法), 40108.8(桁方向寸法)

69°
58'40"

69°
58'40"

C2

1479

DR5

桝間隔（G2R上）

1542

DR1

新設

既設排水桝改造

排水桝開孔はコンクリ－ト
を充填する

桝間隔（G3R上）

SD1

1229

370

5 0

1542

DR1

新設桝

桝間隔（G3R上）

SD1

1229

1
4
5

6
9
5

9
3
2

TACブリッジパイプ100A
L=1.471m

2
6
5

1206

A1

DR1

G3R

断 面 図

5
0
0

261

7
8
1

5
0
0

288

取付金具

 2個S2

S2

S2

3

1-VP 200Ax19203

直管

▽354.139

▽351.559

2
0

1
9
2
0

1
0
0

1
4
6

3
3
1

2
6
5

9
9

3
6
4 8
4
1

50

G3R

SD1

6
6

288

60 225 60
39.5

70 11

20
20

3030 30 30

30

2
0

60
2
0 10

0

6-φ15孔

5
0
10

0
50

20
0

5050

100

2-15x30長孔

1-PL  64x6x100(SM400A)

2-PL  100x4.5x464

1-PL  100x6x140

1-PL  100x6x200(SM400A)

2-BN  M12x30 (2-W）

11

4-BN  M12x35 (2-W）

2-BN  M12x40 (2-W）

製作数：2

S2

∅2
16

4.
5

4.
5

取付け金具詳細

φ216

4
0

19
2
0

4-∅14孔
（孔位置は橋軸、橋直方向）

3

93
2

60°
0'
0"

297

84

φ
11
4

S=1:30 S=1:50直管詳細

注 記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

2. 部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

3．ナットは全て緩み止めナットを使用する。

S=1:100 S=1:100

S=1:200

川 田 橋 ( 上 り 線 ) 上部工排水装置(その1)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:200

上部工排水装置(その1)

概算数量種　別

排水管A(K) 200A-6.880m、100A-1.471m、50A-10.213m
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現場で取り付け

フック用 RB-φ6

9
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5
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5

4
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72 9 19

100
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9
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0
0

9 365 9
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5

191.5 191.5

39 305 39
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4
1
5

3
4

1

305

160160 35

35.3

25

4
5
5

25
55

3
@
1
0
0
=
3
0
0

355

ツイストバー

8x8

マスターバー
I 7x4H=55

FB 4.5x44x355

下桝連結チェーンフック

RB φ6

側板 FB 6x50

3
2
.
5

3
9
0

3
2
.
5

4.5
12

71.5

7
7
.
5

7
7
.
5

6
4
4

3
5
5

4
4

6

騒音防止ゴム12x44x160

355

5
5

4
.
5

1
2

7
1
.
5

3

1
0
0

2040520

445

2
2
0

3
5
0

5
7
0

5
0

5φ1845

φ194

20 505 20

545
9
5

6
0

6
5

2
2
0

5
7
0

3
5
0

φ194

φ184 55

1
1
0

φ10

チェーン取付ボルト孔

5
0
3

403

φ
2
0

7

97478

93659

383

チェーン　L=200

アイボルト

9 465 9

483

φ
1
6

"b"部

"c"部

5

2

6

4

7

185.5164 185.5 164

1
1
4

33478

445

2
7
2
.
5

2
7
2
.
5

5
4
5

102.5120120102.5

6
5

4
1
5

6
5

"b""c""b"

※フラットバー含む
2

10

6
7

9
8

3

5
4

番号
1

1 9.5545x445x570本 体 下 部 FRP

M8アイボルト SS400

合 計 重 量

SS400チェーン φ5x200

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

調整ボルト

固定ボルト
ペーブドレーン

グレーチング

調整ボルト
アンカーバー

M16x130
φ20
M12x30

355x445x55

M16x110
φ16x110

1 --- ※ナット含む
※2-シャックル含む

42.2

---1

kg

溶融亜鉛メッキ（HDZT77）

※ナット含む2 0.5

0.2
---

4
1

14.5

0.8
1.0

1

4
6

FRP,DRAIN TYPE 2
材 質
SS400

部 品 名 称
材　料　表

本 体 上 部 483x383x100
寸 法

溶融亜鉛メッキ（HDZT77）
重 量
15.7

数量
1

備 考

1
1
0

S=1:2a部詳細

1
0
0

六角ボルト　M16

5.0%

下から支持

1
0
0

S=1:2b部詳細

S=1:2c部詳細

27.5

27.5

4
6
5

9

4
8
3

5.0%

一種ナットでロックする

六角ボルト M16

4-φ20孔

上から固定

上桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定用

8 4-M12
上下桝固定用

2-18x36長孔

2

A

A

A - A

M16

100

110

10

φ
1
6

4

溶融亜鉛メッキ（HDZT49）
溶融亜鉛メッキ（HDZT49）

溶融亜鉛メッキ（HDZT49）
溶融亜鉛メッキ（HDZT49）
溶融亜鉛メッキ（HDZT49）

4
0

製作数:1

DR1
川 田 橋 ( 上 り 線 ) 上部工排水装置(その2)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:10

上部工排水装置(その2)
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平 面 図
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R1'

BCL

G1L
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G2L

G2R

G1

G2

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

1
4
1
4

STL

STR

G3L

G3

G3R

2
3
3
4

7
1
0

7
5
2

6
6
4

A1

A2

C1C0 C3 C4 C5 C6 C7

至

菅
平

6x5200=312003899.4

450

100

3899.4

450

110

支間長 39000(CL上寸法), 38998.8(桁方向寸法)

桁長 39900(CL上寸法), 39898.8(桁方向寸法)

橋長 40110(CL上寸法), 40108.8(桁方向寸法)

69°
58'40"

69°
58'40"

C2

1479

DR5

桝間隔（G2R上）

1542

DR1

新設

桝間隔（G3R上）

4
5
0

SD1

1229

370

5 0

止水処理（100mm程度）

橋梁レベリング層
表層

止水処理（100mm程度）

伸縮装置

橋面防水（別途施工）

10mm程度

表層

床版防水層

橋梁レベリング層

床版防水層

30
mm
程
度

端部保護材

川 田 橋 ( 上 り 線 ) 橋面排水工(その1)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:200

橋面排水工(その1)
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R400 以
上

床板

基層
表層

243

2
5

25

32

1 2

3 4 8

9

1

4

3

5

6

2

7

8

9

7

堅樋

150A

4×M8

M8

M12

∅
1
3
4

接続前にコーキング剤を塗布

接続詳細

予め　  TBPアダプター差口を

　　TACブリッジパイプﾟに取り付けておく

2
1

挿入前にTBPアダプター差口先端の図示部分と

受け口内面にコーキング剤を塗布する

TACブリッジパイプにS&SD drain端部を

挿入後コーキング剤を塗布する

φ
1
1
6

φ
1
0
0

∅
1
1
4

160

56

3
0

2

300

2
5

2

②付属品　パッキン

項目 名前 材料 数量 処理加工 注記

水抜きパイプ排水管取り付け詳細図

1 TACブリッジパイプ PE 1 L=1.471m

2 TBPアダプター差口 PE 1 パッキン

3 ステン床バンド100Ａ SUS304 1 緩み止めナット 市販品

4 寸切ボルト固定金具 SUS304 2

5 寸切ボルトＭ12 SUS（L=400) 2 緩み止めナット 詳細図略

6 カットアンカーＭ12*50 SUS304相当 2 詳細図略

7 ステン吊バンド100Ａ SUS304 １ 緩み止めナット 市販品

8 １SUS304ステン吊バンド(150Ａ)200A 緩み止めナット 市販品

9 １SUS304連結金具

4
0
0

SD1

川 田 橋 ( 上 り 線 ) 橋面排水工(その2)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:20

橋面排水工(その2)
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G3

A1橋台

▽351.569▽351.559

S1

S1

S1

S1

1

L1

1-VP 200Ax30001

直管取付金具

 4個S1

▽346.280

加工管

 1個L1

5
2
8
0

1
0
0

1
7
2

2
8
0
0

1
9
0
8

539

5
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

7
5
8

8
5
0

230

480

伸縮装置

 1個EX2

EX2

取付金具

2-φ15ボルト孔

製作数:4

2-ホールインアンカー M12x100

2-FB 100x6x312
2-BN M12x30(1-W)

2-FB 100x6x449

S=1:20

2-φ15ボルト孔

S1

6
2
1
2

6

50 228 50

25

2
3
0

50

8
0

4
0

4
0

50

25

6

6

25 25

228

6
21
6φ

6

50

8
0

4
0

4
0

50228

直管詳細 S=1:40 加工管詳細 S=1:40

1 L1

2
0
0

3
0
0
0

φ216

2
0
0

1
3
0
9

3
5
0

2
4
9

1
9
0
8

250

φ216

R60
0

R600

伸縮継手管

製作数：1個

(EX2)

縦引き用
5
7
0
.5

φ216

2
0
0

φ290

φ219

S=1:20

川 田 橋 ( 上 り 線 ) 下部工排水装置

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:100

下部工排水装置

注 記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

2. 部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

3．ナットは全て緩み止めナットを使用する。
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1.667%

18313.8

9736.3 8577.5

480.78097

1
0

7
0

2
9
1

5
0
0

▽351.476

▽353.996

調整後  ▽350.000 調整後  ▽350.000
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0
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0
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0
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0
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0
0

21

1554

S1

S1

S1

S2 S3

S4

S1

S1

S1S1

S4

S4

a1

a2

a3

3.0%

1
8
8

1
6
1

側 面 図

横 断 面 図

94

26

A1 A2

2
5
1
7

1
4
6
4

6
0

1400

2
5
9

3
0
0

2
5
9

3
0
0

1
8
1
6

2
5
0

4
5
0

5
0
0

1
8
1
6 1
4
1
6

2
5
0

4
5
0

100

配　置　図 S=1:800

A1
A2

E
J-
1 
側

EJ
-2
 
側

1-VP 50A x 2204

a2

1-VP 50A x 1466

φ
6
0

1466

a1

4
0
0

2
5
0

1554

4
7

3.0%

a3

1-VP 50A x 1326

φ
6
0

1326

5
0

R1
50 R1
50

50

加工管詳細 S=1:20

φ60

S4
製作数 : 2

1
0
0

2
5

5
0

2
5

5050

100

2
0
0

5
0

1
0
0

5
0

6

252525 25

507250

200

366

105.86

25

1
0
0

2
5

5
0

2
5

60φ

6

φ
60

6

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 158 x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 200(SM400A)

※
※
※

※
※

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-15x32長孔

2-15x32長孔
158

80.8

6
6

6

1-ゴム 50x17x60

2-打込式アンカー M12x10047

6

5
0

83

47 36

25 25

50

φ16孔

47

打込式アンカー

S1
製作数 :4

5
0

5
0 1
0
0

140

35 70 35

1
6
1
(
1
8
8)

100

25 50 25

25 50 25

100

2 5
2 5

2 5
25

5 0
7
2

5 0

6
0 φ

2 5

1
1
9
<
1
4
6
>

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 120<147> x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 140(SM400A)

※
※
※

※
※

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

2-15x32長孔

S2<S3>

製作数 : 1<1>

2-15x32長孔

LEVEL

6φ
60

6

6

6 6

6

3.0%

6

取付金具 S=1:10

1-FB 50x6x293

ゴム

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

1
7
0

5
5

6
0

5
5

2
5

3
0

3
0

2
5

φ
60 6

※

※

※

川田橋 ( 上り線 ) 伸縮装置(その5)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:60

伸縮装置(その5)

A1橋台　排水

4.施工に当たっては現地計測を行い、再度確認した

   上加工及び施工の事。

注記

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

5.※印の材料は､溶融亜鉛メッキ処理とする。

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

6.伸縮装置からの導水排水は躯体にかからないよう
に配慮すること。

3.ナットは全て緩み止めナットを使用する。
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9618.7 7028.3
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0
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0
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3
0
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S1

S1

S1S1

S4

S4
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0
0

4
5
3

4
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4
0
0

S1

S1

S1

a1

3
0
0

1
0
6
4

3
0
0

1
5
1
4

1
0
0

S4

S4

S2S3

a2

1
8
8

1
6
1

1554

350900150

a3

125

調整後  ▽350.000

2
0
0

21

94

26

A2A1

▽354.217

横 断 面 図

側 面 図

2
0
0

2
5
9

3
0
0

2
5
9

3
0
0

1
8
4
9

2
5
0

4
5
0

5
0
0

1
8
4
91
4
4
9

2
5
0

4
5
0

5
0
0

100

配　置　図 S=1:800

A1
A2

EJ
-3
 
側

EJ
-4
 
側

1-VP 50A x 2204

a2

1-VP 50A x 1499

φ
6
0

1499

a1

4
0
0

2
5
0

1554

4
7

3.0%

a3

1-VP 50A x 1514

φ
6
0

1514

5
0

R1
50 R1
50

50

加工管詳細 S=1:20

φ60

S4
製作数 : 2

1
0
0

2
5

5
0

2
5

5050

100

2
0
0

5
0

1
0
0

5
0

6

252525 25

507250

200

366

105.86

25

1
0
0

2
5

5
0

2
5

60φ

6

φ
60

6

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 158 x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 200(SM400A)

※
※
※

※
※

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-15x32長孔

2-15x32長孔158

80.8

6
6

6

1-ゴム 50x17x60

2-打込式アンカー M12x10047

6

5
0

83

47 36

25 25

50

φ16孔

47

打込式アンカー

S1
製作数 :4

5
0

5
0 1
0
0

140

35 70 35

1
6
1
(
1
8
8)

100

255025

255025

100

1
1
9
<
1
4
6>

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 120<147> x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 140(SM400A)

※
※
※

※
※

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

2-15x32長孔

S2<S3>
製作数 : 1<1>

2-15x32長孔

LEVEL

6φ
60

6

6

6 6

6

3.0%

6

取付金具 S=1:10

1-FB 50x6x293

ゴム

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

25

φ
60

50
72

50

25
25

25
25

打込み式アンカ一 M12x100

φ
60 6

1
7
0

5
5

6
0

5
5

2
5

3
0

3
0

2
5

※
※
※

川田橋 ( 上り線 ) 伸縮装置(その6)

川田橋 ( 上り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:60

伸縮装置(その6)

A2橋台　排水

4.施工に当たっては現地計測を行い、再度確認した

  上加工及び施工の事。

注記

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

  鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

5.※印の材料は､溶融亜鉛メッキ処理とする。

  付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

6.伸縮装置からの導水排水は躯体にかからないよう
に配慮すること。

3.ナットは全て緩み止めナットを使用する。
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平 面 図
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0
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0
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0
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2
2
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G3

5
4
5
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0°

02
'4
0"

69°
57'20"

1885

5
0

100
500

185
927

SD2

橋長 41924(CL上寸法)

50 桁長 41751(CL上寸法) 123

450支間長 40801(CL上寸法)500

3900.5 6x5500=33000 3900.5

DR2

S=1:200

125

支持金具詳細

504

5
0

4
0
7

1
6
0
3

1
5
0

2
2
1
0

1885

2
2
1
0

5
0

4
0
7

1
6
0
3

1
5
0

105 185

290

4.
5

4.
5

8
0

2
0

4
0

20

30

φ14孔

30 303020
20
10

174

56
6

4    

301

※ 1- PL  80x6x50 (SM400A)

2- PL  80x4.5x379 

6- BN  M12x40

1- PL  80x6x401

φ
16
5

174 6040116

504

6060506

14x30長孔（バンド側）
φ14孔（PL側）

3
0
0

1
2
0
0

A1

S1

S1

L1

S1

正面図

取付金具

- 2個S1

加工管

- 1個L1

加工管詳細

L1

S=1:50S=1:30

13
2

4
5
0

4
0
0

1
03
8

18
8
8

185

φ165

製作数：2

製作数：1

6

927

7
5

1
1
9
5

TACブリッジパイプ100A
L=1.652m

887

7
6
5

SD2

1
26
6

60
°0'0

"

267

84

φ
11
4

185

側面図 S=1:100 S=1:100

DR2 DR2

注 記

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

2. 部材は全て溶融亜鉛めっきを施す。

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

3．ナットは全て緩み止めナットを使用する。

川 田 橋 ( 下 り 線 ) 上部工排水装置(その1)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

上部工排水装置(その1)

概算数量種　別

排水管A(K) 150A-8.168m、100A-1.652m、50A-10.258m
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DR2

番 号 部 品 名 称
＜ 材　料　表 ＞  （型式：DFD4455A）

材　質 寸　法 数量 備　考
① FRP下ます FRP 440×555×520 内面ｹﾞﾙｺｰﾄ

上ます SS400 318×458×100
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ 290×431×71.5

- φ20
M16×90

②
③
④
⑤

上ます固定ﾎﾞﾙﾄ SUS304 M16×110 ﾅｯﾄ・ﾜｯｼｬ・ｺﾞﾑﾜｯｼｬ含む⑥
高さ調整ボルト SUS304
導水ﾊﾟｲﾌﾟ

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定ﾎﾞﾙﾄ 4.8以上 M16×55 ﾅｯﾄ・ﾜｯｼｬ含む⑦
ｱﾝｶｰﾊﾞｰ SS400 φ16×160⑧
ｱｲﾎﾞﾙﾄ - M8⑨
飛散防止ﾁｪｰﾝ - φ5 2-ｼｬｯｸﾙ含む⑩

SS400

重 量

-

-
-

1 8.8
1 13.8
1 11.2

4 0.9
2
4
4

1

1
1

0.6
0.5
1.0

合　計　重　量 36.8 kg

溶融亜鉛めっき(HDZT77)
溶融亜鉛めっき(HDZT77)BPN値40程度

ﾅｯﾄ・ﾜｯｼｬ・ｺﾞﾑﾜｯｼｬ含む

製作数:1

セット図

舗装面

床版面

防水層接合部

④ 導水ﾊﾟｲﾌﾟ

① FRP下ます

⑧ ｱﾝｶｰﾊﾞｰ

③ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ② 上ます

RB φ16

導水勾配19%19%

440

4
4
0

3
0
0

7
0

7
0

555

70 45

地
覆

側

道
路

側

555

50 25480

4
4
0

5
0

5
0

3
40

120435

17
5

3
4
5

52
0

φ165

① FRP下ます

2-18x36長孔4-φ18

3
18

20

2
3

458

6-20×23 長孔

② 上ます

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞﾊﾞｰ

DIB 55×7×4

ﾂｲｽﾄﾊﾞｰ

ｴﾝﾄﾞﾌﾟﾚｰﾄ
FB 44×4.5

連結ﾁｪｰﾝﾌｯｸ

RB φ6

丸穴
φ29

③ グレーチング

35

74 283 74

431

4 194 35 194 4

④ 導水パイプ

479

3
3
9

2
0

ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ
t = 12mm

1
0
0

5
0

2
9
0

7
2

ベアリングバー上面

（D-GRIP）

BPN値40程度

⑩ 飛散防止ﾁｪｰﾝ

⑦ ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定ﾎﾞﾙﾄ

M16

⑥ 上ます固定ﾎﾞﾙﾄ

M16(SUS)

⑤ 高さ調整ﾎﾞﾙﾄ

M16(SUS)

⑨ ｱｲﾎﾞﾙﾄ

ｺﾞﾑﾜｯｼｬ取付

川 田 橋 ( 下 り 線 ) 上部工排水装置(その2)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:10

上部工排水装置(その2)
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平 面 図
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G3

二次床版

5
4
5

11
0°

02
'4
0"

69°
57'20"

1885

5
0

100
500

185
927

SD2

橋長 41924(CL上寸法)

50 桁長 41751(CL上寸法) 123

450支間長 40801(CL上寸法)500

3900.5 6x5500=33000 3900.5

DR2

止水処理（100mm程度）

橋梁レベリング層
表層

止水処理（100mm程度）

伸縮装置

橋面防水（別途施工）

10mm程度

表層

床版防水層

橋梁レベリング層

床版防水層

30
mm
程
度

端部保護材

川 田 橋 ( 下 り 線 ) 橋面排水工(その1)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:200

橋面排水工(その1)
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R400 以
上

(60°
)

床版

基層
表層

243

2
5

25

32

1 2

3 4 8

9

1

4

3

5

6

2

7

8

9

7

堅樋

150A

4×M8

M8

M12

∅
1
3
4

接続前にコーキング剤を塗布

接続詳細

予め　  TBPアダプター差口を

　　TACブリッジパイプﾟに取り付けておく

2
1

挿入前にTBPアダプター差口先端の図示部分と

受け口内面にコーキング剤を塗布する

TACブリッジパイプにS&SD drain端部を

挿入後コーキング剤を塗布する

φ
1
1
6

φ
1
0
0

∅
1
1
4

160

56

3
0

2

300

2
5

2

②付属品　パッキン

項目 名前 材料 数量 処理加工 注記

水抜きパイプ排水管取り付け詳細図

1 TACブリッジパイプ PE 1 L=1.652m

2 TBPアダプター差口 PE 1 パッキン

3 ステン床バンド100Ａ SUS304 1 緩み止めナット 市販品

4 寸切ボルト固定金具 SUS304 2

5 寸切ボルトＭ12 SUS（L=400) 2 緩み止めナット 詳細図略

6 カットアンカーＭ12*50 SUS304相当 2 詳細図略

7 ステン吊バンド100Ａ SUS304 １ 緩み止めナット 市販品

8 １SUS304ステン吊バンド150Ａ 緩み止めナット 市販品

9 １SUS304連結金具

4
0
0
0

SD2

川 田 橋 ( 下 り 線 ) 橋面排水工(その2)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:20

橋面排水工(その2)

1.施工にあたっては事前に既設鉄筋は現地にて

注記：

再度寸法を計測し確認後行なうこと。
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0
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13369

460
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3800 3800 1992 900

504

2417
4x2000=8000

1692 600

1180 1197
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2
0
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5
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4
0
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1
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3
1
2

1
0
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9
0
0
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7

200

1885

2
3
7
1

5
0

4
0
7

1
6
0
3

3
1
2

1
0
0

1
6
1
7

105 185

290

3
0
0

1
2
0
0

既設排水構造

A1

S2

S2

S2 S2

L2
1

EX

A1橋台

1-VP 150A x 2557(スリーブ付き)

直管

1

1-伸縮継手150A用EX

取付金具

- 4個S2

加工管

- 1個L2

3.0%

927

SD2

185

DR2 DR2

伸縮継手詳細

製作数：1

EX

1/50 テーパー

1
5
2

4
6
4

1
3
2

φ165

4
3

1
9
7

φ167

φ244

1
5
0

2
2
4

1
8
0

150A縦引用

支持金具詳細

50 165 50

8
0

2
0

2
0

4-φ14ボルト孔
325

30 30

4
0

2-コンクリートアンカー M16x100

4-BN  M12 x 30

2-PL  80 x 6 x 348(SM400A）

1-PL  80 x 6 x 253

80 165 80

30 50 50 30

325

2-φ14x30長孔

S2

1
0
5

6
6 7
6
.
5

6

∅1
65

6

S=1:20 S=1:20

製作数：4

加工管詳細

L2

S=1:40

1
3
2

1
6
9
7

600

R4
50

φ
16

5

製作数：1

91°
43'6"

川 田 橋 ( 下 り 線 ) 下部工排水装置

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

日本エンジニアリング株式会社

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:100

下部工排水装置

注　記

1．特記なき材質はすべてSM400Aとする。

2．※印以外の部材は溶融亜鉛メッキ処理とする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

3．ナットは全て緩み止めナットを使用する。
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側 面 図横 断 面 図

S1

S1

S1

S2 S4

S5

a1

a2 a3

3.0%

1
8
8

1
5
3

1
8
6
3

50

65

15

A1 A2

2
5
5

3
0
0

5
0
0

5
0
0

4
6
7

5
4

4
0
0

1
4
6
4

2
5
0

4
5
0

350 600 545

1797

1645

150

1
7
0

S3

6
7
8

2
0
0

1
1
2
0

3
0
0

1.681%

1
8
6
3

5
0
0

5
0
0

4
6
74
0
0

1
4
6
4

2
5
0

4
5
0

6
7
8

3
0
02
0
0

1
1
2
0

1
3
2
0

S1

S1

S1

a1

S5
a3

a2

5
4

1
0
0 3
0
0

3
0
0

1
0
0調整後  ▽350.000 調整後  ▽350.000

配　置　図 S=1:800

A1 A2

E
J-
1 
側

E
J-
2 
側

1-VP 50A x 2447

a2

1-VP 50A x 1514

φ
6
0

1514

a1

4
0
0

2
5
0

1797

4
7

3.0%

a3

5
0

R1
50 R1
50

加工管詳細 S=1:20

φ60

1-VP 50A x 1120

φ
6
0

1120

50

S5
製作数 : 1

1
0
0

2
5

5
0

2
5

5050

100

2
0
0

5
0

1
0
0

5
0

6

252525 25

507250

200

366

105.86

25

1
0
0

2
5

5
0

2
5

60φ

6

φ
60

6

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 158 x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 200(SM400A)

※
※
※

※
※

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-15x32長孔

2-15x32長孔
158

80.8

6
6

6

1-ゴム 50x17x60

2-打込式アンカー M12x10047

6

5
0

83

47 36

25 25

50

φ16孔

47

打込式アンカー

S1
製作数 :4

5
0

5
0 1
0
0

140

35 70 35

1
8
8
(
1
7
0
)
<
1
5
3
>

100

25 50 25

25 50 25

100

2 5
2 5

2 5
25

5 0
7
2

5 0

6
0 φ

2 5

1
4
6
(
1
2
8
)
<
1
1
1>

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 148(130)<113> x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 140(SM400A)

※
※
※

※
※

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

2-15x32長孔

S2(S3)<S4>

製作数 : 1(1)<1>

2-15x32長孔

LEVEL

6φ
60

6

6

6 6

6

3.0%

6

取付金具 S=1:10

1-FB 50x6x293

ゴム

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

1
7
0

5
5

6
0

5
5

2
5

3
0

3
0

2
5

φ
60 6

※

※

※

川田橋 ( 下り線 ) 伸縮装置(その5)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:60

伸縮装置(その5)

A1橋台　排水

4.施工に当たっては現地計測を行い、再度確認した

   上加工及び施工の事。

注記

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

   鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

5.※印の材料は､溶融亜鉛メッキ処理とする。

   付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

6.伸縮装置からの導水排水は躯体にかからないよう
に配慮すること。

3.ナットは全て緩み止めナットを使用する。

日本エンジニアリング株式会社

14     30



3
6
7

S1

S1

S1

3
6
7

5
8
6

5
8

4
0
0

S1

S1

S1

a1

調整後  ▽350.000

21

123

26

A2A1

横 断 面 図 側 面 図

2
5
9

3
0
0

2
5
9

3
0
0

1
3
1
5

2
5
0

4
5
0

5
0
0

1
7
1
51
3
1
5

2
5
0

4
5
0

5
0
0

3
0
0

1
0
6
4

3
0
0

1
6
6
3

1
0
0

S4

S4

3
0
7

a3

2
0
0 3
1
4 5
8

4
0
0

5
8
6

a1

a2

1940

S2S3

a2

配　置　図 S=1:800

A1 A2

E
J-
3 
側

EJ
-4
 
側

1-VP 50A x 2590

a2

1-VP 50A x 1365

φ
6
0

1365

a1

4
0
0

2
5
0

1940

4
7

3.0%

a3

1-VP 50A x 1663

φ
6
0

1663

5
0

R1
50 R1
50

50

加工管詳細 S=1:20

φ60

S4
製作数 : 2

1
0
0

2
5

5
0

2
5

5050

100

2
0
0

5
0

1
0
0

5
0

6

252525 25

507250

200

366

105.86

25

1
0
0

2
5

5
0

2
5

60φ

6

φ
60

6

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 158 x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 200(SM400A)

※
※
※

※
※

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-15x32長孔

2-15x32長孔158

80.8

6
6

6

1-ゴム 50x17x60

2-打込式アンカー M12x10047

6

5
0

83

47 36

25 25

50

φ16孔

47

打込式アンカー

S1
製作数 :4

5
0

5
0 1
0
0

140

35 70 35

3
1
4
<
3
0
7>

100

255025

255025

100

2
7
2
<
2
6
5>

BN M12x35
2-φ15孔

BN M12x40
2-φ15孔

2-PL 100 x 6 x 198
2-BN M12 x 35(2-W付)
2-BN M12 x 40(2-W付)

1-PL 274<267> x 6 x 100(SM400A)
1-PL 100 x 6 x 140(SM400A)

※
※
※

※
※

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

打込み式アンカ一 M12x100

2-15x32長孔

S2<S3>
製作数 : 1<1>

2-15x32長孔

LEVEL

6φ
60

6

6

6 6

6

3.0%

6

取付金具 S=1:10

1-FB 50x6x293

ゴム

※ 2-打込み式アンカ一 M12x100

25

φ
60

50
72

50

25
25

25
25

打込み式アンカ一 M12x100

φ
60 6

1
7
0

5
5

6
0

5
5

2
5

3
0

3
0

2
5

※
※
※

川田橋 ( 下り線 ) 伸縮装置(その6)

川田橋 ( 下り線 ) 

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

S=1:60

伸縮装置(その6)

A2橋台　排水

4.施工に当たっては現地計測を行い、再度確認した

  上加工及び施工の事。

注記

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは、全て35Rとする。

   ボルト・ナット類、3.2㎜未満の鋼材　HDZT49

   　　〃 　　　3.2㎜≦ｔ＜6㎜　　　　HDZT63

  鋼材、形鋼　ｔ＝6㎜以上　　　　　　HDZT77

5.※印の材料は､溶融亜鉛メッキ処理とする。

  付着膜厚は､ JIS H8641 とする。

6.伸縮装置からの導水排水は躯体にかからないよう
に配慮すること。

3.ナットは全て緩み止めナットを使用する。
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至

長
野

S1

GE1

S2

GE2

CL

L1

L2

R2

R1

PH

R3

7
5
0

1
1
7
0
0

7
5
0

1
0
2
5
0

7
0
0

7
7
5
0

2
5
0
0

4
2
5
0

3
5
0
0

7
5
0

1
7
5
0

5
4
8
9

5
0
3
7

4
5
2 R2'

R1'

BCL

G1L

G1R

ST

G2L

G2R

G1

G2

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

2
3
0
0

1
4
1
4

STL

STR

G3L

G3

G3R

2
3
3
4

7
1
0

7
5
2

6
6
41
9
9

A1

A2

C1C0 C3 C4 C5 C6 C7

至

菅
平

6x5200=312003899.4

450

100

3899.4

450

110

支間長 39000(CL上寸法), 38998.8(桁方向寸法)

桁長 39900(CL上寸法), 39898.8(桁方向寸法)

橋長 40110(CL上寸法), 40108.8(桁方向寸法)

69°
58'40"

69°
58'40"

R 横リブ

5200

C2

C1

JK-1 JK-2 JK-3 JK-3 JK-3 JK-4

MBK-1 MBK-2 MBK-3 MBK-3 MBK-3 MBK-4 MBK-5

ユニット名称 員数
組重量

[kg]
総重量

[kg]
JK-1 1 84.34

1JK-2 125.85
JK-3 3 162.94
JK-4 1 184.96

MBK-1 51.47
MBK-2 59.95

合計 1299.25 [kg]

MBK-4
MBK-5 64.06

1
1

1
1

488.82
184.96

64.06

MBK-3 3 179.8559.95
59.95

84.34
125.85

51.47
59.95

59.95

R2'

1
8
0
0

L1

750 7000

798

R1'

750

PH

2.000%

G2L

R1'

1.667%

1150

G1 G3

750

750

PH

1750

R2

R1

700

3524.1～4726.8

15669.1～16871.8

C4横桁部(A2側)

3500

1.317%

(既設床版勾配)

2.000%

70

1242.9
～1247.8

1150 2300
800

     ～1337.4

1150 700

G1L ST G2R G3LG2

500

CL

L1
L2

798

9108
10906

12449

798

PH

PH

R3

1798
R2

R1

745 5361 481

5842

18290

1.667%

A1支点部

断面図

1329 1224 2448 2448 1565 1565 1242 756

G1L G1R ST G2L G2R STR G3L G3R

1224

G1

1224 1224

G2

1242

G3STL

CL

L2

10250750

R3

3969.1～5171.8

445

R2'

2500

3500

58

2300

671.3

～1337.4

G1R STR G3R

1150 1150 1150

STL

5750

500

3
6
0

1
5
0
7

1
5
0
7

3
6
0

L1

750 7000

R1'

750

PH

2.000%

G2L

1150

G1 G3

750

750

PH

1750

R2

R1

700

3524.1～4726.8

15669.1～16871.8

中間横桁部

3500

1.317%

(既設床版勾配)

2.000%

70

1242.9
～1247.8

1150 2300
800

     ～1337.4

1150 700

G1L ST G2R G3LG2

500

CL

L2

10250750

R3

3969.1～5171.8

445

R2'

2500

3500

58

2300

671.3

～1337.4

G1R STR G3R

1150 1150 1150

STL

5750
4
4
1

1
5
8
8

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その1)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その1)

検査路配置図

S=1:200

日本エンジニアリング株式会社
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2405

2165

2405

200 495 1510 200

A-A矢視図

2155

300 1555 300

正面図

平面図

A A

680

602 3939

2
2
5

26
6

3
7
0

37
0

5
4

1
2
70

1
5

側面図

2615

JK-1 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 630×150×85 2615 1 本 41.94 41.94 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 一体型横桁 617×131×102 - 2 本 3.55 7.1 GFRP class 2-2 フッ素樹脂塗装
3 一体型横桁接合ピン φ9.5 13 4 本 0 0 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
4 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1270 5 本 2.17 10.85 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵内部補強材 ■-38×38 225 5 本 0.62 3.1 GFRP フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 5 個 0.08 0.4 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵手摺 φ38 t5.0 2405 3 本 2.41 7.23 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
8 防護柵手摺 φ38 t5.0 2155 3 本 2.16 6.48 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 防護柵接合ピン φ9.5 50 15 本 0.01 0.15 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
10 爪先板 M-100×14×3.0 2405 1 本 2.65 2.65 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 爪先板 M-100×14×3.0 2165 1 本 2.38 2.38 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
12 補強材 L-76×76×9.5 100 1 個 0.26 0.26 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 六角ボルト M12(1N,2W) 100 10 組 0.14 1.4 A2-50以上 -

14 六角ボルト M10(1N,2W) 80 5 組 0.08 0.4 A2-50以上 -

合計 84.34 [kg]

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その2)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その2)

JK-1 一般図

S=1:30

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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3890

470 1510 1510 200200

正面図

3875

平面図

A A

3430

3420

200 1510 1510 200

A-A矢視図

680

602 3939

2
25

2
66

37
0

3
7
0

5
4

12
7
0

1
5

側面図

JK-2 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 630×150×85 3875 1 本 62.16 62.16 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 一体型横桁 617×131×102 - 3 本 3.55 10.65 GFRP class 2-2 フッ素樹脂塗装
3 一体型横桁接合ピン φ9.5 13 6 本 0 0 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
4 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1270 7 本 2.17 15.19 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵内部補強材 ■-38×38 225 7 本 0.62 4.34 GFRP フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 7 個 0.08 0.56 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵手摺 φ38 t5.0 3890 3 本 3.89 11.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
8 防護柵手摺 φ38 t5.0 3420 3 本 3.42 10.26 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 防護柵接合ピン φ9.5 50 21 本 0.01 0.21 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
10 爪先板 M-100×14×3.0 3430 1 本 3.77 3.77 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 爪先板 M-100×14×3.0 3875 1 本 4.26 4.26 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
12 補強材 L-76×76×9.5 100 1 個 0.26 0.26 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 六角ボルト M12(1N,2W) 100 14 組 0.14 1.96 A2-50以上 -

14 六角ボルト M10(1N,2W) 80 7 組 0.08 0.56 A2-50以上 -

合計 125.85 [kg]

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その3)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その3)

JK-2 一般図

S=1:30

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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JK-3 製作数:3

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 630×150×85 5060 1 本 81.16 81.16 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 一体型横桁 617×131×102 - 4 本 3.55 14.2 GFRP class 2-2 フッ素樹脂塗装
3 一体型横桁接合ピン φ9.5 13 8 本 0 0 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
4 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1270 8 本 2.17 17.36 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵内部補強材 ■-38×38 225 8 本 0.62 4.96 GFRP フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 8 個 0.08 0.64 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵手摺 φ38 t5.0 5060 6 本 5.06 30.36 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
8 防護柵接合ピン φ9.5 50 24 本 0.01 0.24 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
9 爪先板 M-100×14×3.0 5060 2 本 5.57 11.14 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 六角ボルト M12(1N,2W) 100 16 組 0.14 2.24 A2-50以上 -

11 六角ボルト M10(1N,2W) 80 8 組 0.08 0.64 A2-50以上 -

合計 162.94 [kg]

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その4)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その4)

JK-3 一般図

S=1:30

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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JK-4 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-203×56×9.5×9.5 4970 2 本 26.54 53.08 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 横桁 [-203×56×9.5×9.5 464 3 本 2.48 7.44 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 端部横桁 [-203×56×9.5×9.5 464 1 本 2.48 2.48 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 横桁ブラケット L-76×76×9.5 170 8 本 0.44 3.52 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1351 10 本 2.31 23.1 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵内部補強材 ■-38×38 310 10 本 0.85 8.5 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 10 個 0.08 0.8 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵手摺 φ38 t5.0 4970 6 本 4.97 29.82 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 防護柵手摺 φ38 t5.0 500 3 本 0.5 1.5 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵接合ピン φ9.5 50 30 本 0.01 0.3 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
11 爪先板 M-100×14×3.0 4970 1 本 5.47 5.47 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 458 1 本 0.5 0.5 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1650 2 個 14.19 28.38 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
14 端部床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1650 1 個 14.19 14.19 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 六角ボルト M12(1N,2W) 100 20 組 0.14 2.8 A2-50以上 -

16 六角ボルト M12(1N,2W) 50 12 組 0.09 1.08 A2-50以上 -

17 六角ボルト M10(1N,2W) 80 10 組 0.08 0.8 A2-50以上 -

18 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 30 組 0.04 1.2 A2-50以上 -

合計 184.96 [kg]

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その5)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その5)

JK-4 一般図

S=1:30

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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MBK-1 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 上端プレート PL-730 t9.0 200 1 枚 10.32 10.32 SM400A HZA50A
2 リブプレート PL-230 t9.0 359 1 枚 5.83 5.83 SM400A HZA50A
3 リブプレート PL-230 t9.0 379 1 枚 6.16 6.16 SM400A HZA50A
4 中間プレート PL-692 t9.0 369 1 枚 18.04 18.04 SM400A HZA50A
5 下端プレート PL-730 t9.0 190 1 枚 9.8 9.8 SM400A HZA50A
6 六角ボルト M12(1N,2W) 50 2 組 0.09 0.18 強度区分4.6以上 HZA36A
7 六角ボルト M16(1N,2W) 60 6 組 0.19 1.14 強度区分4.6以上 HZA36A

合計 51.47 [kg]
MBK-2 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 上端プレート PL-730 t9.0 200 1 枚 10.32 10.32 SM400A HZA50A
2 リブプレート PL-280 t9.0 357 1 枚 7.07 7.07 SM400A HZA50A
3 リブプレート PL-280 t9.0 381 1 枚 7.54 7.54 SM400A HZA50A
4 中間プレート PL-692 t9.0 369 1 枚 18.04 18.04 SM400A HZA50A
5 下端プレート PL-730 t9.0 300 1 枚 15.48 15.48 SM400A HZA50A
6 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 強度区分4.6以上 HZA36A
7 六角ボルト M16(1N,2W) 60 6 組 0.19 1.14 強度区分4.6以上 HZA36A

合計 59.95 [kg]
MBK-3 製作数:3

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 上端プレート PL-730 t9.0 200 1 枚 10.32 10.32 SM400A HZA50A
2 リブプレート PL-280 t9.0 357 1 枚 7.07 7.07 SM400A HZA50A
3 リブプレート PL-280 t9.0 381 1 枚 7.54 7.54 SM400A HZA50A
4 中間プレート PL-692 t9.0 369 1 枚 18.04 18.04 SM400A HZA50A
5 下端プレート PL-730 t9.0 300 1 枚 15.48 15.48 SM400A HZA50A
6 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 強度区分4.6以上 HZA36A
7 六角ボルト M16(1N,2W) 60 6 組 0.19 1.14 強度区分4.6以上 HZA36A

合計 59.95 [kg]
MBK-4 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 上端プレート PL-730 t9.0 200 1 枚 10.32 10.32 SM400A HZA50A
2 リブプレート PL-280 t9.0 357 1 枚 7.07 7.07 SM400A HZA50A
3 リブプレート PL-280 t9.0 381 1 枚 7.54 7.54 SM400A HZA50A
4 中間プレート PL-692 t9.0 369 1 枚 18.04 18.04 SM400A HZA50A
5 下端プレート PL-730 t9.0 300 1 枚 15.48 15.48 SM400A HZA50A
6 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 強度区分4.6以上 HZA36A
7 六角ボルト M16(1N,2W) 60 6 組 0.19 1.14 強度区分4.6以上 HZA36A

合計 59.95 [kg]
MBK-5 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 上端プレート PL-600 t9.0 200 1 枚 8.48 8.48 SM400A HZA50A
2 リブプレート1 PL-410 t9.0 359 1 枚 10.4 10.4 SM400A HZA50A
3 リブプレート2 PL-410 t9.0 379 1 枚 10.98 10.98 SM400A HZA50A
4 中間プレート PL-562 t9.0 369 1 枚 14.65 14.65 SM400A HZA50A
5 下端プレート PL-600 t9.0 430 1 枚 18.23 18.23 SM400A HZA50A
6 六角ボルト M12(1N,2W) 50 2 組 0.09 0.18 強度区分4.6以上 HZA36A
7 六角ボルト M16(1N,2W) 60 6 組 0.19 1.14 強度区分4.6以上 HZA36A

合計 64.06 [kg]
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※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

上部工検査路(その6)

川田橋(上り線)　上部工検査路(その6)

鋼製ブラケット詳細図

S=1:20

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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KK-2KK-3

KK-4

KK-9

ユニット名称 員数
組重量

[kg]
総重量

[kg]
KK-1 1 117.41
KK-2 1 58.14
KK-3 1 101.34
KK-4 1 125.10

BK-A' 11.35
BK-B 18.55

合計 635.33 [kg]

2
2

117.41
58.14
101.34
125.10

22.70
37.10

上り線

KK-9 1 105.44 105.44
BK-A 11.356 68.10

川田橋(上り線)　下部工検査路(その1)

検査路配置図

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その1)

S=1:200

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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KK-1 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 4120 1 本 14.79 14.79 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 4120 1 本 14.79 14.79 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 289 3 本 1.04 3.12 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 289 1 本 1.04 1.04 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 8 本 0.31 2.48 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 5 本 2.22 11.1 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 5 本 0.7 3.5 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 5 本 0.08 0.4 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 4120 3 本 4.12 12.36 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 15 本 0.01 0.15 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 4120 1 本 4.53 4.53 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W600×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2055 1 個 21.21 21.21 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 端部床板 W600×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2055 1 個 21.21 21.21 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
16 六角ボルト 8 100 10 組 0.14 1.4 A2-50以上 -

17 六角ボルト M12(1N,2W) 50 20 組 0.09 1.8 A2-50以上 -

18 六角ボルト M10(1N,2W) 80 5 組 0.08 0.4 A2-50以上 -

19 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 18 組 0.04 0.72 A2-50以上 -

合計 117.41 [kg]
KK-2 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 1810 1 本 6.5 6.5 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 1995 1 本 7.16 7.16 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 2 本 1.67 3.34 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 4 本 0.31 1.24 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 2 本 2.22 4.44 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 2 本 0.7 1.4 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 2 個 0.08 0.16 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵手摺 φ38 t5.0 1790 3 本 1.79 5.37 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 防護柵接合ピン φ9.5 50 6 本 0.01 0.06 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
10 爪先板 M-100×14×3.0 1810 1 本 1.99 1.99 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2015 1 個 17.33 17.33 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
12 拡幅材 L-101×101×9.5 2015 1 本 7.01 7.01 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 六角ボルト M12(1N,2W) 100 4 組 0.14 0.56 A2-50以上 -

14 六角ボルト M12(1N,2W) 60 2 組 0.1 0.2 A2-50以上 -

15 六角ボルト M12(1N,2W) 50 10 組 0.09 0.9 A2-50以上 -

16 六角ボルト M10(1N,2W) 80 2 組 0.08 0.16 A2-50以上 -

17 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 8 組 0.04 0.32 A2-50以上 -

合計 58.14 [kg]
KK-3 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 3140 1 本 11.27 11.27 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 3140 1 本 11.27 11.27 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 2 本 1.67 3.34 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 6 本 0.31 1.86 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 5 本 2.22 11.1 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 5 本 0.7 3.5 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 5 個 0.08 0.4 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 3140 3 本 3.14 9.42 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 15 本 0.01 0.15 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 3140 1 本 3.45 3.45 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1565 1 個 13.46 13.46 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 端部床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1565 1 個 13.46 13.46 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
16 拡幅材 L-101×101×9.5 3140 1 本 10.93 10.93 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
17 六角ボルト M12(1N,2W) 100 10 組 0.14 1.4 A2-50以上 -

18 六角ボルト M12(1N,2W) 60 3 組 0.1 0.3 A2-50以上 -

19 六角ボルト M12(1N,2W) 50 11 組 0.09 0.99 A2-50以上 -

20 六角ボルト M10(1N,2W) 80 5 組 0.08 0.4 A2-50以上 -

21 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 14 組 0.04 0.56 A2-50以上 -

合計 101.34 [kg]
KK-9 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 3690 2 本 13.25 26.5 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 横桁 [-152×50×8×8 464 3 本 1.67 5.01 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 6 本 0.31 1.86 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 3 本 2.22 6.66 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 3 本 0.7 2.1 GFRP フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 3 個 0.08 0.24 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵手摺 φ38 t5.0 3690 3 本 3.69 11.07 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
8 防護柵接合ピン φ9.5 50 9 本 0.01 0.09 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
9 爪先板 M-100×14×3.0 3690 1 本 4.06 4.06 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1840 2 個 15.82 31.64 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
11 拡幅材 L-101×101×9.5 3690 1 本 12.84 12.84 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
12 六角ボルト M12(1N,2W) 100 6 組 0.14 0.84 A2-50以上 -

14 六角ボルト M12(1N,2W) 50 15 組 0.09 1.35 A2-50以上 -14 六角ボルト M12(1N,2W) 50 15 組 0.09 1.35 A2-50以上 -

15 六角ボルト M10(1N,2W) 80 3 組 0.08 0.24 A2-50以上 -

16 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 16 組 0.04 0.64 A2-50以上 -

合計 105.44 [kg]

13 六角ボルト M12(1N,2W) 60 3 組 0.10 0.30 A2-50以上 -六角ボルト M12(1N,2W) 組 A2-50以上 -

川田橋(上り線)　下部工検査路(その2)

A1橋台

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その2)

S=1:50

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社

23     30
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KK-4 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 4150 1 本 14.9 14.9 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 4150 1 本 14.9 14.9 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 2 本 1.67 3.34 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 6 本 0.31 1.86 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 5 本 2.22 11.1 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 5 本 0.7 3.5 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 5 個 0.08 0.4 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 4150 3 本 4.15 12.45 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 15 本 0.01 0.15 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 4150 1 本 4.57 4.57 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2070 1 個 17.8 17.8 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 端部床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2070 1 個 17.8 17.8 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
16 拡幅材 L-101×101×9.5 4150 1 本 14.44 14.44 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
17 六角ボルト M12(1N,2W) 100 10 組 0.14 1.4 A2-50以上 -

18 六角ボルト M12(1N,2W) 60 3 組 0.1 0.3 A2-50以上 -

19 六角ボルト M12(1N,2W) 50 11 組 0.09 0.99 A2-50以上 -

20 六角ボルト M10(1N,2W) 80 5 組 0.08 0.4 A2-50以上 -

21 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 18 組 0.04 0.72 A2-50以上 -

合計 125.1 [kg]

川田橋(上り線)　下部工検査路(その3)

A2橋台

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その3)

S=1:50

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社

24     30
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BK-A 製作数:(上り線A1:6基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 一体型ブラケット 700×450×100 - 1 基 6.56 6.56 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
2 BK-A 梁材1 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-A 梁材2 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 六角ボルト M16(1N,2W) 70 2 組 0.21 0.42 A2-50以上 -

5 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

6 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 3 組 0.31 0.93 SUS304 -

合計 11.35 [kg]

BK-B 製作数:(上り線A2:2基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 BK-B 土台 CT-95×203×12.7 1150 1 基 8.07 8.07 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 BK-B 梁材1 L-76×76×9.5 690 1 本 1.77 1.77 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-B 梁材2 L-76×76×9.5 690 1 本 1.77 1.77 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 BK-B 斜材 L-76×76×9.5 553 2 本 1.42 2.84 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 BK-B 接合板 PL-200 t12.7 300 1 本 1.45 1.45 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 六角ボルト M16(1N,2W) 70 5 組 0.21 1.05 A2-50以上 -

7 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

8 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 4 組 0.31 1.24 SUS304 -

合計 18.55 [kg]
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BK-A' 製作数:(上り線A1:2基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 一体型ブラケット 700×450×100 - 1 基 6.56 6.56 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
2 BK-A' 梁材1 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-A' 梁材2 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 六角ボルト M16(1N,2W) 70 2 組 0.21 0.42 A2-50以上 -

5 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

6 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 3 組 0.31 0.93 SUS304 -

合計 11.35 [kg]

川田橋(上り線)　下部工検査路(その4)

BK-A,BK-B 詳細図

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その4)

S=1:20

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社

25     30
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下り線配置図

KK-7

ユニット名称 員数
組重量

[kg]
総重量

[kg]
KK-5 1 108.51
KK-6 1 135.04
KK-7 1 64.31
KK-8 1 68.24
H-1 52.45

BK-B 18.55

合計 577.11 [kg]

1
8

108.51
135.20
64.31
68.24
52.45
148.40

下り線

川田橋(下り線)　下部工検査路(その1)

検査路配置図

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(上り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その1)

S=1:200
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KK-5 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 3440 1 本 12.35 12.35 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 3440 1 本 12.35 12.35 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 2 本 1.67 3.34 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 6 本 0.31 1.86 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 5 本 2.22 11.1 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 5 本 0.7 3.5 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 5 個 0.08 0.4 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 3440 3 本 3.44 10.32 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 15 本 0.01 0.15 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 3440 1 本 3.78 3.78 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1715 1 個 14.75 14.75 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 端部床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 1715 1 個 14.75 14.75 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
16 拡幅材 L-101×101×9.5 3440 1 本 11.97 11.97 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
17 六角ボルト M12(1N,2W) 100 10 組 0.14 1.4 A2-50以上 -

18 六角ボルト M12(1N,2W) 60 3 組 0.1 0.3 A2-50以上 -

19 六角ボルト M12(1N,2W) 50 11 組 0.09 0.99 A2-50以上 -

20 六角ボルト M10(1N,2W) 80 5 組 0.08 0.4 A2-50以上 -

21 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 18 組 0.04 0.72 A2-50以上 -

合計 108.51 [kg]

川田橋(下り線)　下部工検査路(その2)

A1橋台

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(下り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その2)

S=1:50

日本エンジニアリング株式会社
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KK-6 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 4315 1 本 15.49 15.49 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 4315 1 本 15.49 15.49 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 3 本 1.67 5.01 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 8 本 0.31 2.48 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 6 本 2.22 13.32 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 6 本 0.7 4.2 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 6 個 0.08 0.48 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 4315 3 本 4.32 12.96 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 18 本 0.01 0.18 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 4315 1 本 4.75 4.75 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2150 1 個 18.49 18.49 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 端部床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2155 1 個 18.53 18.53 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
16 拡幅材 L-101×101×9.5 4315 1 本 15.02 15.02 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
17 六角ボルト M12(1N,2W) 100 12 組 0.14 1.68 A2-50以上 -

18 六角ボルト M12(1N,2W) 60 4 組 0.1 0.4 A2-50以上 -

19 六角ボルト M12(1N,2W) 50 16 組 0.09 1.44 A2-50以上 -

20 六角ボルト M10(1N,2W) 80 6 組 0.08 0.48 A2-50以上 -

21 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 18 組 0.04 0.72 A2-50以上 -

合計 135.20 [kg] H-1 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 梯子主柱 □-52×32 t5.0 3900 2 本 5.5 11 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 梯子主柱 □-52×32 t5.0 377 2 本 0.53 1.06 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 梯子主柱 □-52×32 t5.0 570 2 本 0.8 1.6 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 梯子ステップ φ38 t5.0 454 11 本 0.45 4.95 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 梯子接合ピン φ9.5 52 22 本 0.01 0.22 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
6 梯子　鈎部補強材 120×120 - 4 個 0.3 1.2 GFRP フッ素樹脂塗装
7 梯子ブラケット1 L-226×70×12.7 120 10 本 0.82 8.2 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
8 梯子ブラケット2 L-200×70×12.7 120 2 本 0.69 1.38 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 安全リング φ770 t10.0 - 5 個 2.44 12.2 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
10 安全リング間隔保持材 [-50×14×3.2×3.2 2450 3 本 1.08 3.24 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 補強板 PL-50 t8.0 120 6 枚 0.09 0.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
12 六角ボルト M10(1N,2W) 40 15 組 0.06 0.9 A2-50以上 -

13 六角ボルト M10(1N,2W) 80 28 組 0.08 2.24 A2-50以上 -

14 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 12 組 0.31 3.72 SUS304 -

15 テーパゴム W70× t4.0-6.0 120 2 個 - - CR90 -

合計 52.45 [kg]

KK-7 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 2210 1 本 7.93 7.93 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 2210 1 本 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 2 本 1.67 3.34 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 4 本 0.31 1.24 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 2 本 2.22 4.44 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 2 本 0.7 1.4 GFRP フッ素樹脂塗装
7 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 2 個 0.08 0.16 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵手摺 φ38 t5.0 2180 3 本 2.18 6.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
9 防護柵接合ピン φ9.5 50 6 本 0.01 0.06 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
10 爪先板 M-100×14×3.0 2210 1 本 2.43 2.43 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2210 1 個 19.01 19.01 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
12 拡幅材 L-101×101×9.5 2210 1 本 7.69 7.69 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 六角ボルト M12(1N,2W) 100 4 組 0.14 0.56 A2-50以上 -

14 六角ボルト M12(1N,2W) 60 2 組 0.1 0.2 A2-50以上 -

15 六角ボルト M12(1N,2W) 50 10 組 0.09 0.9 A2-50以上 -

16 六角ボルト M10(1N,2W) 80 2 組 0.08 0.16 A2-50以上 -

17 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 8 組 0.04 0.32 A2-50以上 -

合計 64.31 [kg]

KK-8 製作数:1

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 主桁 [-152×50×8×8 2010 1 本 7.22 7.22 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 主桁 [-152×50×8×8 2010 1 本 7.22 7.22 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 端部横桁 [-152×50×8×8 464 1 本 1.67 1.67 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 横桁ブラケット L-76×76×9.5 120 4 本 0.31 1.24 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 防護柵支柱 □-50×50 t5.0 1300 4 本 2.22 8.88 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
7 防護柵内部補強材 ■-38×38 255 4 本 0.7 2.8 GFRP フッ素樹脂塗装
8 防護柵支柱蓋 □-57×57 t3.1 - 4 個 0.08 0.32 GFRP フッ素樹脂塗装
9 端部用防護柵　手摺 φ38 t5.0 600 3 本 0.6 1.8 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
10 防護柵手摺 φ38 t5.0 1900 3 本 1.90 5.70 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
11 防護柵接合ピン φ9.5 50 12 本 0.01 0.12 GFRP class G6 フッ素樹脂塗装
12 爪先板 M-100×14×3.0 2010 1 本 2.21 2.21 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
13 端部爪先板 M-100×14×3.0 558 1 本 0.61 0.61 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
14 床板 W500×t28 (GR38×38×25 + PL-3.0) 2010 1 個 17.29 17.29 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
15 拡幅材 L-101×101×9.5 2010 1 本 6.99 6.99 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
16 六角ボルト M12(1N,2W) 100 8 組 0.14 1.12 A2-50以上 -

17 六角ボルト M12(1N,2W) 60 2 組 0.1 0.2 A2-50以上 -

18 六角ボルト M12(1N,2W) 50 6 組 0.09 0.54 A2-50以上 -

19 六角ボルト M10(1N,2W) 80 4 組 0.08 0.32 A2-50以上 -

20 トラス小ねじ M8(1N,1W) 60 8 組 0.04 0.32 A2-50以上 -

合計 68.24 [kg]

7.93 7.93

川田橋(下り線)　下部工検査路(その3)

A2橋台

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(下り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その3)
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BK-A 製作数:(上り線A1:6基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 一体型ブラケット 700×450×100 - 1 基 6.56 6.56 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
2 BK-A 梁材1 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-A 梁材2 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 六角ボルト M16(1N,2W) 70 2 組 0.21 0.42 A2-50以上 -

5 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

6 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 3 組 0.31 0.93 SUS304 -

合計 11.35 [kg]

BK-B 製作数:(下り線A1:2基,下り線A2:6基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 BK-B 土台 CT-95×203×12.7 1150 1 基 8.07 8.07 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
2 BK-B 梁材1 L-76×76×9.5 690 1 本 1.77 1.77 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-B 梁材2 L-76×76×9.5 690 1 本 1.77 1.77 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 BK-B 斜材 L-76×76×9.5 553 2 本 1.42 2.84 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
5 BK-B 接合板 PL-200 t12.7 300 1 本 1.45 1.45 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
6 六角ボルト M16(1N,2W) 70 5 組 0.21 1.05 A2-50以上 -

7 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

8 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 4 組 0.31 1.24 SUS304 -

合計 18.55 [kg]
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BK-A' 詳細図 S=1:20
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 BK-A' 梁材1

L-76×76×9.5

700

六角ボルト
4-M12×50

 BK-A' 梁材2

L-76×76×9.5
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BK-A' 製作数:(上り線A1:2基)

番号 名称 形状・寸法
長さ
[mm]

員数 単位
組重量

[kg]
総重量

[kg]
材質 表面処理

1 一体型ブラケット 700×450×100 - 1 基 6.56 6.56 GFRP class 1-1 フッ素樹脂塗装
2 BK-A' 梁材1 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
3 BK-A' 梁材2 L-76×76×9.5 600 1 本 1.54 1.54 GFRP class G4S フッ素樹脂塗装
4 六角ボルト M16(1N,2W) 70 2 組 0.21 0.42 A2-50以上 -

5 六角ボルト M12(1N,2W) 50 4 組 0.09 0.36 A2-50以上 -

6 金属拡張式アンカー M16(1N,1大W) 150 3 組 0.31 0.93 SUS304 -

合計 11.35 [kg]

川田橋(下り線)　下部工検査路(その4)

BK-A,BK-B 詳細図

※締結用ナットは緩み止め機構を有するものを使用すること。

※GFRPはフッ素樹脂塗装（膜厚25μｍ以上）とする。
※歩廊面には滑止加工(硅砂接着)を施す。 

川田橋(下り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社

施工会社名

関東支社　長野工事事務所

下部工検査路(その4)

S=1:20

長 野 自 動 車 道

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

日本エンジニアリング株式会社
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（橋台部）

12651000 1070 123

41220(橋梁高架部） （橋台部）

1000

P.BOX（別途施工）

650×1000×300 P.BOX（別途施工）

650×1000×300

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

1
15

44
5 2
50

1
95

16
0

HH-F-SP4

650×600×165

HH-F-SP4

650×600×165

HH-F-SP4

650×600×165

HH-F-SP4

650×600×165

P.BOX（別途施工）

650×1000×300

（別途施工） （別途施工）

（別途施工）

（別途施工）

B1-VE54(4)

B1-VE54(4)

下り線 ℄

24900

750 750

1242
～124

G3L G3 G3R G1L G1 G1R ST G2L G2 G2R

5750

1100 2300 2300 2300 1352
(1354.2)

1200820
(428.3)

2300

1326
(936.4)

446

1772(1382.5)

2.0%

鉄筋コンクリート床版 t=220mm

アスファルト舗装 t=75～85mm

PH

調整コンクリート( t=0～10mm)

2.0%

700 10500

11900

2500

3500 3500

10007000

7501750

700 550

1300

"a"

6
9
0

1
80

3
0

P.BOX（別途施工）
650×1000×300

1
6
0

50115

1
0
0

1
5
0

2
00

1
10

9
0

9
0
0

250

445

HH-F-SP4

650×600×165

300

165 B1-VE54(4)
A1 A2 至 須坂長野東IC至 長野IC
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(別途施工) (別途施工)

(別途施工)

(別途施工)

(別途施工) (別途施工)

(別途施工)

川田橋（下り線）壁高欄配管図

壁高欄配管図

川田橋(下り線)

 / 

図面の種類

図面番号図 示縮　　尺

設計会社名

事務所名

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社

施工会社名

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事

関東支社　長野工事事務所

側　面　図　S=1:50

上部工断面図　S=1:200"a"部詳細図　S=1:30

平　面　図　S=1:50

橋梁部配管敷設概要図　
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